
  

   第６５回  仏教公開講座 
 

  

生きるって どういうこと  
 
 

真宗大谷派岐阜教区・岐阜別院   

 

 

 

  日  時  ２００９年１１月２０日（金）午後６時３０分～８時３０分 

 講  師  三橋 尚伸氏（産業カウンセラー・大谷派僧侶） 

  講  題  『自己の獲得 ―生きている実感を求めてー』 

  日  程   午後６時３０分  真宗宗歌・正信偈（同朋奉讃式） 

                   ６時４５分  講 義 

                   ８時１５分  質問の時間 

                   ８時３０分  恩徳讃・閉会 

 

 

 

 

講師紹介 

     三橋 尚伸氏（みつはし しょうしん） 

１９４９年東京生まれ。印刷・出版会社でデザインや編集を手がける。その後チベット

密教教義や図像学などを研究し「仏教ホスピスの会」に参加。１９８８年大谷派にて得

度され、大谷専修学院を修了。１９９１年より、(財)全国青少年教化協議会の局外編集

委員を経て、１９９３年より、同協議会の出版課長兼編集長として、青少年問題や宗教

教育を考える月刊誌、仏教書などの出版に関わる。 

１９９４年、労働省（当時）認定「産業カウンセラー」の資格取得。 

著書『連続無窮』共著・『宙返りの練習』（田口ランディ氏との討談） 

 

いつでも・どこからでも聞ける〝テレホン法話〟お電話ください。℡058-265-0033 

 

先生からのメッセージ 

私たちは人間として生を得ました。しかし、自分が何者なのか、何を感じているのかもわからな

くなり、生きている実感さえ喪失してしまっている人々がたくさんおられます。スピリチュア

ル・ペイン（実存的痛み）に苦しみながら、一体誰の生を生きようとしているのでしょうか。「私

が私になる」ということを、仏教とカウンセリング双方から焦点を当ててみたいと思います。 


